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今年もあとわずか

師走です
生徒総会開催される

生徒会活動の始まりです

11月 26日 (木)第 2回生徒総会が放送集

会の形で開催 され ました。残念なが ら新型 コロ

ナウィルス感染予防の影響で全校規模の集会が

実施できません。 しか し、生徒会本部をはじめ各

学年学級、環境、保健、図書、放送のそれぞれ委員

会から、前期の活動報告と反省および後期の活動目

標、活動内容が発表され、全校生徒によって承認さ

れました。新しい生活様式の中、まだまだ我慢が必

要な時間が続きそうですが、今後もしっかり予防策

をとりながら生徒会活動を進めていきましょう。

3年生 機長面接始まる

進路に向けて全力で駆け抜けよ

11月 4日 (水)か ら3年生との校長面接が始ま

りました。この面接が始まるといよいよ受検 (験 )

シーズンの到来を感じます。

毎年、 3年生のたくましく成長した姿を見ること

ができてとてもうれしく思います。

新年に向けてまとめと準備を

1年生は山ヘ

自然観察会に出かけました

11月 19日 (木)1年生は、自然観察会のため

里山公園、清水谷、駒寄川へ向かいました。当日

は天候にも恵まれ、自然を満喫 しながら、たくさ

んの学びを得ることができたようです。

引率にご協力いただいた保護者ボランティアの

皆さん大変お世話にな りました。ありがとうござ

います。 1年生の教室前に観察記録が展示されて

います。自然観察会での様子がとてもよく伝わ り

ます。

部活動の応援

しばらく自粛に協力を
秋季大会での活躍が伝えられるところですが、

茅ヶ崎地区中体連から新型コロナウィルス感染拡

大により、地区における公式戦 (大会)及び練習

試合の保護者の応援を 12月 いっぱい自粛 してい

ただくよう通知がありました。恐れ入 りますが、

ご協力お願いします。
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フレーフレー台中

卓球部女子団体 湘南優勝 !

個人 大竹さん優勝 !

野球部  地区優勝! 湘南準優勝 !

10月 24日 (土 )

・吹奏楽部

湘南アンサンブルコンテス ト中学生の部

金管五重奏 銀賞、木管六重奏 銅賞

10月 31日 (土 )

・女子卓球部

湘南ブロック大会優勝

準々決勝 藤沢一中 勝利

準決勝 中島中 勝利 決勝 寒川東中

・男子卓球部 一回戦 藤沢一中 敗戦

勝利

11月 1日 (日 )

・野球部 地区秋季大会決勝 対旭が丘中 勝利

・女子バスケットボール部

湘南プロック大会一回戦 対御所見中 勝利

・男子バスケットボール部

湘南ブロック大会一回戦 対高浜中 敗戦

11月 3日 (火 )

・野球部 湘南ブロック研修大会

準決勝 対鎌倉学園中 勝利

決勝  対秋葉台中  敗戦
0女子バスケットボール部 対藤沢一中 敗戦

11月 7日 (土 )

・男子剣道部 地区団体戦予選リーグ

対円蔵中 敗戦、対旭が丘中 敗戦

対鶴嶺中 敗戦

11月 8日 (日 )

・卓球部 湘南プロック個人戦

優勝 大竹恵菜  14位  加藤晃平

(共に県大会出場 )

・女子剣道部 地区団体戦 第 3位

地区団体戦予選リーグ

対第一中 勝利 対浜須賀中 勝利

対旭が丘中 敗戦 3位決定戦 対鶴嶺中 敗戦

11月 17日 (火 )

第 29回明るい選挙啓発標語コンクール

佳作 杉田珠璃依

11月 21日 (土 )

・剣道部 地区新入戦錬成大会個人戦

2年生女子優勝 員木鈴奈

1年生男子優勝 藤井彬人 3位  田嶋 琉

1年生女子 3位 安齊瑚々菜

地区美術作品展に出かけよう
11月 16日 (土)～ 12月 8日 (日 )

茅ヶ崎・寒川地区中学校美術作品展が市美術館

で開催中です。先週末に私も美術館に出向き、

中学生の作品に触れ、みずみずしい感動を味わ

うことができました。今週末に美術館を訪ね、

中学生の感性に触れてみてはいかがですか ?

新しい学習指導員がふえました

コロナウィルス感染拡大防止対策の関連で学

習指導員が増員されることにな りました。教育

実習生であった島田翔太さん、江崎廉さんが新

たに勤務されることになりました。皆さんよろ

しくお願いします。
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いよいよ。冬休みです
新しい年に向けてリフレッシュを
8月 17日 (月 )に夏休みが明けてから約 4ヶ月間のロングランの学校生活を乗 り越え、ようや く冬

休みを迎えることになりました。ここまで生徒の皆さんはよく頑張ってきました。長い学校の歴史の中

でも4ヶ 月間の長きにわた り授業が続いたのは、初めてのことだと思います。ひとまずは冬休みに一息

ついてリフレッシュして新年を迎えることにしましょう。

いるものです。

松浦 さんは何よりも食事の時間を大切にしている

そ うです。 どんなに忙 しくても三度の食事の時間を

しっか り決めて一 日のスケジュールを設定 している

そ うです。そ して、 日常生活をできるだけ「単純な

ルーティーン」にして仕事の能率を上げ、長 く持続

できるように時間を管理 しているそ うです。

例えば、皆 さんの学校生活はいかがでしようか。

朝 8時 30分に登校 し、12時 40分に昼食をとり、

15時 10分には授業を終える。今だと、 17時に

部活動が終え、下校 しています。実に単純なルーテ

ィーンです。 しかし、単純なルーティーンだからこ

「時間を自分の味方に」
12月 24日 (本)全機集会にて

本年最後の全校集会でまたまた、松浦弥太郎 さ

んの「本当の味方の作 り方」とい う本を紹介 しま

した。

松浦さんは「自分の味方には内側と外側の味方

がある」と言っています。「外側の味方」とは、

普段、皆さんが頼 りにしている友だちや家族、あ

るいは先生などの身近な人のことです。「内側の

味方」は「健康」「マナー」「お金」など、皆さん

自身が持っていて内側から皆さんを守ってくれて

そ持続可能で成果 をあげ られ るのです。 もし、皆 さ

んが毎 日、思いついた ことを思いついた時間にや る

だけだった らどうで しょうか ?今の学校生活 のよ う

に持続 可能 で成果 をあげ る こ とがで きるで しょ う

か ?

以前、メジャー リーグで大活躍 したイチロー選手

が年間最多安打記録を塗 り替えた時、インタービュ

ーでこう言っていました。「途方もない記録は、毎 日

の小 さなことの積み重ねで生まれる」 と、この言葉

はイチロー選手が 「時間を味方」につけ、 日々の努

力を実証 した言葉だと思います。



明日から冬休みに入 ります。 8月 17日 に学校

が再開して 4ヶ 月ぶ りの長期休みです。中にはす

でに、部活動や冬期講習など予定がびっしり詰ま

っているという人もいるでしょう。この冬休みを

利用 して、皆さん自身が「時間を味方」にできる

ようにチャレンジしてみてはいかがですか。

大掃除にワックスがけで

―年の締めくくりをしました

昨日、学校では一年間の締めくくりの大掃除

を行いました。いつも清掃を担当している 1年

2組の皆さんのおかげで校長室もピカピカにな

りました。新型コロナウイルス対策のため、掃除

でさえままならない時期もありました。少 しずつ

学校が本来の姿に戻 りつつあることをうれ しく思

います。 ′,′

修学旅行の日程について

○修学旅行実施予定日

2月 19日 (金)～ 21日 (日 )

○修学旅行説明会 (学年懇議会)

1月 21日 (本 )

以上のように予定してお りますが、昨今の全国

の新型コロナウイルス感染状況等を見ますと、修

学旅行の可否の判断がとても難 しい状況になって

います。今後、市教育委員会 とも協議を重ね、実

行の可否の判断を決定していくことになります。

おって情報が入 り次第、連絡をいたしますので、

しばらくお時間をいただきたく思います。また、

ある程度の方向性が見えたところで参加希望調査

票をお配 りする予定でいます。ご承知おきくださ

い。

卒業式の日程が決まりました。

3月 11日 (本)です
本年度の卒業式は 3月 11日 (木)に決定 しま し

た。 ご連絡が遅 くな りま した。 申 し訳 あ りません。

詳細については、追って連絡 します。

3年生の学年末試験の実施日が

1月 13日 (水)にな ります
進路の 日程の関係で当初、 1月 18日 (月 )に予

定 していた 3年生の試験 日を 1月 13日 (水)に変

更します。恐れ入 りますが、ご承知おきください。

佐川光晴さんからお手紙

が届きました

昨年、 2月 に全校集会でご講演いただいた本校卒

業生でもある小説家の佐川光晴 さんからお手紙をい

ただきました。紹介 します。

拝啓 昨年二月の講演では大変お世話にな りま し

た。同封 したのは、今月号の文芸誌 「すばる」 (集英

社)に掲載されている私のインタビュー記事です。「聞

き手・構成」を担当した編集者が冒頭に台中でのエ

ピソー ドを配 してくれました。コピーで恐縮ですが

お読みいただければ幸いです。近刊の文庫 (「夜更か

しの本棚」)を一冊入れます。

コロナのゆくえがいまだ知れず、ご苦労が続いてい

ると存 じます。 どうぞもろもろに気をつけてお過ご

しください。 (中略)尾木教頭をはじめみなさまによ

ろしくお伝えください。生徒たちにもときどき弱音

を吐いていい。 自分自身 と仲間を大切に一 日一 日を

おくるように伝えてください。卒業から40年が経

って母校にたよりを送れるしあわせを感 じてお りま

す。

敬具

2020。  12.4  佐川  光晴

お手紙の中にもありました文芸誌 「すばる」のイ

ンタビュー記事は来月号の「若き心の集まるところ」

に掲載予定しています。




